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獲得研究費

[2]　早稲田大学　若手研究者育成・支援事業「アーリーバードプログラム」　　　　　　　2021年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年-2022年度(途中辞退)

[1]　日本学術振興会　特別研究員(DC2)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年-2024年度

[3]　早稲田オープン・イノベーション・エコシステム挑戦的研究プログラム(W-SPRING)
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